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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

ENA CITY 

エーナ

今月の
ベストショット
圧巻のパフォーマンス　みのじのみのり祭が恵那駅前の市街

地一帯で９月２４日㈯、２５日㈰に開

催されました。初日夜の御
み

輿
こし

競演パ

レードでは、昨年より二つ多い１６基

が参加。それぞれが、趣向を凝らした

パフォーマンスを繰り広げ、沿道の市

民らを楽しませました。最優秀賞は、

団結力とダンスパフォーマンスなどで

他を圧倒した「め組」の皆さんでした。

NO.２７５
10/1
2016/ 平成28年

http://www.city.ena.lg.jp/
恵那市ウェブサイト

特集
第７０回全国レクリエーション大会ｉｎ岐阜

みのじのみのり祭
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食の祭典盛大に　実りの秋に行う食の祭典、みのじのみのり祭が、９月２４日㈯、２５日㈰に開催されました。恵那駅
前通りの中山道大井宿広場で開かれる「恵那ぐるめ広場」に２２の団体が出店、ショッピングセンター
駐車場の「ふるさとまちじまん」には、市内１３地区の全自治連合会をはじめ３０のブースが出店し、
それぞれが趣向を凝らした味を提供しました。このうちの２５団体が「まんぷく番付」にエントリー。
来場者の投票の結果、最高賞の横綱は藤太郎の「五平とん」が輝きました。
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表彰式を終え、最優秀賞受賞を喜ぶ「め組」の皆さん

恵奈の里次
すき

米
まい

みのり祭

献納行列

優秀賞　天理教愛信恵

敢闘賞
恵那やろまい会

特別賞
恵那商工会議所

特別賞　大井消防団

　９月１７日の抜き穂祭で収穫さ
れた新穀を次米として、郡の長
官・評

こおりのかみ

督に献納するシーンの再現
です。古代装飾束姿で白馬に乗っ
た阿利麻と従者、次米の旗を先頭
に新穀を積んだ山車を里人６０人
が引き、次米みのり音頭に合わせ
て踊り子が踊ります。
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　第７０回全国レクリエーション大会ｉｎ岐阜が 9月２３日から２５日まで、県内全４２市
町村を会場に３８種目が行われました。
　市内では、種目別全国交流大会としてマレットゴルフ、特別協賛行事として弓道、協
賛行事としてグラウンド・ゴルフの３種目が行われ、合わせて約千人の選手が競技に参
加しました。
　マレットゴルフには、北陸、関西、四国の７府県から９０人を含む３３０人がエントリー。
笠置山コースと中野方コースの二つの会場で２日間、計７２ホールを競いました。競技
の結果、男性の部優勝は東野の伊藤宮夫さん、女性は中野方の各務房代さんでした。
□問い合わせ　健幸まちづくり課志２６-２１１１（内線３３５）

▲県外からを含む３３０人が参加したマレットゴルフの開会式＝９月２４日、恵那北小学校

マレットゴルフ

弓道

グラウンド・
ゴルフ

９月２４日㈯・２５日㈰

笠置山マレットゴルフ場
中野方マレットゴルフ場

９月２４日㈯
　　２５日㈰

まきがね公園体育館

９月２３日㈮

くしはら温泉グラ
ウンド・ゴルフ場
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  市民負担の
  公平性を検証

公
共
施
設
の
使
用
料
を
見
直
し
ま
す

■
見
直
し
案
に
意
見
を

　
本
市
の
財
政
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
こ
と
に
よ
る
税
収
減
や
普
通
交
付
税

の
縮
小
に
よ
り
、
今
後
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
２２
年
１２
月
に
は
、「
公
の
施
設
の
使
用
料
の
考
え
方
に
係
る
指
針
」
を
策
定
し
、
市
町
村
合

併
前
の
料
金
体
系
を
改
め
、
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
い
て
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
定
期
的
な
検
証
を
行
う
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
て
お
り
、
今
回
、

公
共
施
設
を
利
用
す
る
人
と
利
用
し
な
い
人
（
で
き
な
い
人
）
と
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
い

つ
ま
で
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
維
持
運
営
で
き
る
よ
う
、使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
志
２
６
ー
２
１
１
１（
内
線
４
３
７
）

余
暇
活
動
を
促
進
。

◆
「
市
民
三
学
の
ま
ち
づ
く
り
」

や
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
活
動

へ
の
支
援
。

見直し（案）へ意見を

　公共施設使用料の見直し（案）について、
市民の皆さんから意見を募集します。
　見直し（案）は、市役所内の財務課と情
報公開コーナー、各振興事務所、市中央
図書館で閲覧できます。市ウェブサイト
（http://www.city.ena.lg.jp）にも掲載
しています。
□提出方法　表題を「公共施設使用料見直
し」とし、郵便かファクス、電子メールで
❶氏名❷住所❸連絡先－を明記の上、お寄
せください。
□締め切り　１０月１７日㈪
□提出先　〒５０９-７２９２（住所不要）財務
課思２５-６１５０死 zaisei@city.ena.lg.jp
□問い合わせ　財務課（内線４３７）

パブリック
コメント

▲市民の利用が多い恵那文化センター

課題です

①施設コストに対する料金
②近隣市との料金格差
③市外の方の料金の取り扱い
④減免の取り扱い

 

今
回
の
見
直
し
方
針

❶
施
設
の
維
持
管
理
経
費（
原
価
）

に
見
合
っ
た
使
用
料
と
公
共
料
金

と
し
て
の
妥
当
性

　
現
在
の
使
用
料
は
、
市
町
村
合

併
時
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
も
の

を
統
一
し
た
も
の
で
、
施
設
の
維

持
管
理
経
費
（
原
価
）
に
対
す
る

視
点
で
料
金
を
設
定
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
今
回
は
、
原
価
に
基
づ
く

料
金
を
算
定
し
ま
す
が
、
公
共
料

金
と
し
て
の
妥
当
性
（
近
隣
市
と

の
料
金
比
較
）
を
考
慮
し
、
新
料

金
は
現
行
使
用
料
の
２
倍
を
超
え

な
い
範
囲
で
設
定
し
、
市
民
以
外

の
使
用
は
市
民
料
金
の
２
倍
を
上

限
と
し
ま
す
。

❷
減
免
制
度
の
限
定

　
使
用
料
の
減
免
は
、
あ
く
ま
で

も
政
策
的
で
特
例
的
な
措
置
で
あ

る
た
め
、
受
益
と
負
担
の
公
平
性

を
十
分
考
慮
し
、
公
共
性
や
負
担

能
力
な
ど
か
ら
真
に
や
む
を
得
な

い
も
の
に
限
定
し
ま
す
。

 

使
用
料
の
算
定
方
式

■
原
価
　
施
設
の
維
持
管
理
費
等

に
要
す
る
「
物
に
か
か
る
費
用
」

と
「
人
に
か
か
る
費
用
」
を
原
価

と
し
て
算
定
し
ま
す
。

■
物
に
か
か
る
費
用
　
光
熱
水

費
、
保
険
料
、
維
持
修
繕
費
、
保

守
点
検
委
託
料
、
減
価
償
却
費
な

ど■
人
に
か
か
る
費
用
　
施
設
を
維

持
管
理
す
る
た
め
の
業
務
に
直
接

従
事
す
る
職
員
に
要
す
る
費
用

 

対
象
施
設

　
市
が
所
管
す
る
４
４
０
の
公
共

施
設
の
う
ち
、
図
書
館
な
ど
使
用

料
を
徴
収
で
き
な
い
施
設
を
除
い

た
約
１
７
０
の
施
設
を
対
象
と
し

ま
す
。

　
な
お
対
象
施
設
の
う
ち
維
持
管

理
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
次
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。

①
今
回
見
直
し
を
行
う

②
担
当
課
で
個
別
に
対
応
す
る

　
例
火
葬
場
使
用
料
な
ど
広
域
的

　
に
検
討
が
必
要
な
も
の
、
別
途

　
詳
細
な
調
査
が
必
要
な
も
の

③
見
直
し
を
見
送
る

　
例
廃
止
や
譲
渡
予
定
の
施
設
、

　
現
行
料
金
が
妥
当
と
判
断
し
た

　
も
の

受
益
者
負
担
割
合

５０％ ０％

５０％

１００％ ５０％

必需性小 大
生活上の必要性

民
間
に
よ
る
提
供
可
能
性

小

大

市
場
性

公共性 大

公共性 小

使
用
料
＝
原
価
（
維
持
管
理
経

費
）
×
受
益
者
負
担
割
合

 

新
た
な
減
免
制
度

　
第
２
次
総
合
計
画
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
点
に
重
点
を
置
き
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
へ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

子
育
て
世
帯
を
支
援
。

◆
健
康
寿
命
の
延
伸
や
介
護
予
防

を
図
る
た
め
、
７５
歳
以
上
の
方
の

■使用料見直しの一例 （１時間当たり）

施設 利用区分 現
※

行使用料 他市の使用料
（東濃他市平均）

原価
（維持管理経費）

受益者
負担割合

原価に基づき
算定した使用料 新

※

料金（案）

社会教育施設 会議室 １００円 ４３５円 １,９２０円 ５０％ ９６０円 ２００円

スポーツ施設 体育館 １０２円 ４３７円 ３,１４０円 ５０％ １,５７０円 ２００円

※市外の方が利用する場合は１.５倍とする

現
行
（
抜
粋
）

■
使
用
料
＝
免
除
、
付
属
設
備

使
用
料
＝
免
除

ア
市
が
主
催
す
る
と
き

イ
地
域
自
治
区
な
ど
行
政
を
補

完
す
る
団
体
が
使
用
す
る
と
き

ウ
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
使
用
す
る
と

きエ
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
が
使

用
す
る
と
き

■
使
用
料
＝
５
割
減
額
、
付
属

設
備
使
用
料
＝
減
額
な
し

ア
国
県
が
主
催
す
る
と
き

イ
市
が
共
催
・
後
援
す
る
と
き

ウ
公
共
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
が
使
用
す
る
と
き

エ
市
民
三
学
運
動
の
た
め
に
使

用
す
る
と
き

改
正
案
（
抜
粋
）

■
使
用
料
＝
免
除
、
付
属
設
備

使
用
料
＝
免
除

ア
市
が
主
催
す
る
と
き

イ
地
域
自
治
区
な
ど
行
政
を
補

完
す
る
団
体
が
使
用
す
る
と
き

ウ
１８
歳
以
下
の
団
体
が
使
用
す

る
と
き

エ
７５
歳
以
上
の
者
が
半
数
以
上

い
る
団
体
が
使
用
す
る
と
き

オ
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
が
使

用
す
る
と
き

■
使
用
料
＝
５
割
減
額
、
付
属

設
備
使
用
料
＝
減
額
な
し

ア
国
県
が
主
催
す
る
と
き

イ
市
が
共
催
・
後
援
す
る
と
き

ウ
公
共
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
が
使
用
す
る
と
き

エ
市
・
地
域
自
治
区
が
推
進
す

る「
市
民
三
学
の
ま
ち
づ
く
り
」

や
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
取
り
組
み
に
使
用
す
る
と
き

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
説
明

◆
市
議
会
、
地
域
自
治
区
、
各
種

団
体
へ
の
説
明

◆
「
広
報
え
な
」
１０
月
１
日
号
に

見
直
し
案
を
掲
載
し
、
意
見
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集

　
審
議

◆
市
行
財
政
改
革
審
議
会
で
の
審

議◆
１２
月
議
会
に
条
例
改
正
議
案
を

提
出

　
周
知

◆
平
成
２９
年
１
月
～
３
月
（「
広

報
え
な
」
な
ど
）

　
実
施

◆
平
成
２９
年
４
月
か
ら
新
料
金
の

開
始



　
市
の
財
源
確
保
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
市
役
所

の
全
て
の
部
署
が
使
用
す
る
公
用

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
封
筒
は
各
家
庭
や
企

業
へ
の
書
類
送
付
な
ど
、
日
常
的

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

□
内
容
　
長
形
３
号
封
筒
の
裏
面

に
単
色
（
緑
色
）
で
広
告
を
掲
載

□
対
象

　
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
や
個
人
、
団
体
な
ど

□
募
集
枠
　
２
枠
（
先
着
順
）

※
１
枠
は
縦
８
㌢
×
横
１０
㌢

□
料
金
　
１
枠
５
万
４
千
円
（
税

込
み
）

□
枚
数
　
５
万
枚

□
申
し
込
み
方
法
　
財
務
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を
添

え
て
申
し
込
む

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.ena.lg.

jp/

）
で
も
入
手
で
き
ま
す

□
受
付
期
間
　
１０
月
５
日
㈬
～
１１

月
４
日
㈮

□
審
査
　
掲
載
基
準
に
基
づ
き
広

告
主
と
広
告
内
容
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

　
　
　
　
財
務
課（
西
庁
舎
４
階
、

内
線
４
３
２
）

　
山
岡
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
で
は
、

持
ち
寄
っ
た
食
材
で
薫
製
を
作
り

つ
つ
野
外
で
読
書
を
楽
し
む
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
開
催

し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
教

室
や
出
張
図
書
館
、
絵
本
の
お
話

し
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
無

料
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
１６
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
イ
ワ
ク
ラ
公
園
（
山

岡
町
）

□
料
金
　
２
０
０
円
／
人
（
小
学

生
以
下
は
５０
円
）

※
コ
ー
ヒ
ー
教
室
参
加
に
は
別
途

５
０
０
円
が
必
要

□
持
ち
物
　
野
外
用
の
椅
子
、
読

み
た
い
本

※
必
要
な
人
は
薫
製
用
食
材
（
生

も
の
不
可
）、
日
よ
け
、
出
張
図

書
館
用
本
の
カ
ー
ド

　
　
　
　
山
岡
コ
ミ
セ
ン
志
５
６

︱
２
６
１
８

　
市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

で
は
、
朗
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２７
日
㈰
午
前
１０
時

５
分
～
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
料
金
　
無
料

□
内
容
　
童
話
や
児
童
文
学
、
小

説
、
エ
ッ
セ
ー
、
詩
な
ど
の
朗
読

□
時
間
制
限
　
▽
１
人
＝
５
分
以

内
　
▽
２
人
＝
１０
分
以
内
　
▽
３

人
以
上
＝
１５
分
以
内

□
申
し
込
み
方
法
　
中
央
図
書
館

や
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し

中
央
図
書
館
に
持
参
か
フ
ァ
ク
ス

□
締
め
切
り
　
１０
月
３０
日
㈰

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５

―
５
１
２
０
、
思
２
５
―
７
０
３

６
（
月
曜
日
休
館
）

　
消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
消
防

団
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
防
火
や
防
災
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
消
防

団
の
輝
く
姿
を
応
募
く
だ
さ
い
。

□
テ
ー
マ
　
消
防
団
活
動
に
関
す

る
こ
と
（
各
種
行
事
や
日
頃
の
活

動
風
景
）

□
今
後
の
消
防
団
活
動
　
▽
年
末

特
別
警
戒
＝
市
内
各
所
、
１２
月
２５

日
㈰
～
３０
日
㈮
　
▽
出
初
め
式
＝

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
２９
年

１
月
９
日
㈪

□
写
真
サ
イ
ズ
　
四
つ
切(

ワ
イ

ド
四
つ
切
含
む)

□
賞
　
特
別
賞
（
市
長
賞
）、
特

選
（
３
点
）、
準
特
選
（
２
点
）、

入
選
・
佳
作
（
各
１０
点
程
度
）、

参
加
賞

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
や

各
消
防
署
、
市
内
の
各
写
真
店
に

備
え
付
け
の
応
募
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
作
品
の
裏
側
に
貼

り
付
け
て
、
各
消
防
署
へ
提
出
す

る□
締
め
切
り
　
平
成
２９
年
１
月
３１

日
㈫

□
表
彰
式
　
平
成
２９
年
２
月
下
旬

※
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w

w
.city.ena.lg.jp/

）
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
明
智
消
防
署
志
５
５
―

０
１
１
９

□
業
務
内
容
　
長
島
町
久
須
見
、

笠
置
町
約
１
３
０
世
帯
の
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針

※
奇
数
月
の
み

□
定
員
　
１
人

□
採
用
予
定
日
　
平
成
２９
年
１
月

１
日

□
給
与
　
隔
月
平
均
額
約
１
万
７

千
円
（
経
費
含
む
）

□
条
件
　
自
身
で
用
意
す
る
自
動

車
か
二
輪
車
、
自
転
車
な
ど
で
業

務
が
行
え
る
こ
と

□
そ
の
他
　
研
修
期
間
あ
り

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
を
郵

送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈪
必
着

　
　
　
　
〒
５
０
９
︱
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
上
下
水
道
課
（
本

庁
舎
２
階
、
内
線
２
２
２
）

　
平
成
２９
年
４
月
か
ら
こ
ど
も
園

や
私
立
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す

る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
申

し
込
み
と
同
時
に
教
育
・
保
育
の

必
要
性
に
応
じ
た
支
給
認
定
も
行

い
ま
す
。

入
園
の
基
準

　
次
に
示
す
区
分
に
よ
り
、
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
希
望
す
る
コ
ー

ス
を
選
択
し
ま
す
。

三
つ
の
認
定
区
分

　
園
児
の
年
齢
や
保
護
者
の
就
労

状
況
な
ど
に
よ
り
、「
１
号
認
定

（
幼
児
コ
ー
ス
）」「
２
号
認
定
（
幼

保
コ
ー
ス
）」「
３
号
認
定
（
保
育

コ
ー
ス
）」
の
三
つ
の
認
定
区
分

が
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

※
私
立
幼
稚
園
や
認
可
外
保
育
所

で
は
、
認
定
区
分
は
あ
り
ま
せ
ん

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
幼
保
コ
ー
ス
か
保
育
コ
ー
ス
で

保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

❶
就
労
（
昼
間
、
夜
間
、
フ
ル
タ

イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
自
営
業
、
表１【三つの認定区分と保育時間】

表２【こども園・保育園の入園対象や定員など】
種

類
園名 定員 対象年齢 開園時間 電話番号 受付日

公
立

城ヶ丘こども園 １８０ ０歳～ ７：３０～１９：３０ ２５-２５３９ １０月２４日㈪
大井こども園 ７０ ３歳～

７：３０～１９：００

２５-３２３１ １０月２６日㈬
二葉こども園 １０５ ３歳～ ２５-２２６５ １０月２７日㈭
長島こども園 ９０ １歳～ ２５-２７２０ １０月２５日㈫
やまびここども園 ８０ ０歳～ ２７-３２５０ １０月２１日㈮
東野こども園 ２５ ３歳～ ２５-２８３６ １０月２５日㈫
みさとこども園 ８０ １歳～ ２６-３８０８ １０月２０日㈭
武並こども園 １２０ ０歳～ ２８-２０３６ １０月２０日㈭
中野方こども園 ５０ ０歳～ ２３-２５１８ １０月１８日㈫
飯地こども園 ２０ ２歳～ ２２-３０２８ １０月２８日㈮
岩村こども園 １６０ ０歳～ ４３-２２０９ １０月１８日㈫
山岡こども園 ９０ ０歳～ ５６-２２５５ １０月２６日㈬
明智こども園 １１５ ０歳～ ５４-２０３０ １０月２８日㈮
串原こども園 ２０ ２歳～ ５２-２５０８ １０月１９日㈬
上矢作こども園 ５０ ０歳～ ４８-３１１１ １０月２１日㈮

私
立

千草保育園 ６０ ０歳～ ７：３０～１８：００ ２６-５２２５ １０月２０日㈭
ルンビニー保育園 ６０ ０歳～ ７：２０～１８：３０ ２６-１９６１ １０月２７日㈭

他 保育所ちゃお ２０ ０～２歳 ７：３０～１９：３０ ２６-２２５６ １０月１８日㈫～

在
宅
勤
務
な
ど
）
❷
妊
娠
中
か
、

出
産
後
間
が
な
い
❸
保
護
者
の
疾

病
・
負
傷
・
障
が
い
な
ど
❹
同
居

ま
た
は
長
期
入
院
中
の
親
族
の
介

護
・
看
護
❺
災
害
復
旧
❻
求
職
活

動
中
❼
就
学（
職
業
訓
練
校
な
ど
）

❽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）

の
恐
れ
が
あ
る
❾
育
児
休
業
中
の

保
育
の
継
続
利
用
�
そ
の
他
❶
か

ら
❾
に
類
す
る
状
態

募
集
の
詳
細

□
対
象
　
平
成
２９
年
４
月
１
日
～

９
月
３０
日
に
入
園
を
希
望
す
る
子

ど
も
。
０
歳
児
は
産
後
５７
日
目
か

ら
入
園
で
き
ま
す
が
、
岩
村
こ
ど

も
園
と
上
矢
作
こ
ど
も
園
は
生
後

６
カ
月
を
経
過
後
で
す
。

※
平
成
２９
年
１０
月
１
日
以
降
の
途

中
入
園
は
一
斉
受
け
付
け
外
の
申

し
込
み
。
申
し
込
み
は
入
園
希
望

の
６
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す

□
申
込
書
配
布
　
１０
月
３
日
㈪
～

▽
新
入
園
児
＝
教
育
推
進
課
、
各

園
　
▽
在
園
児
＝
通
園
中
の
園

□
提
出
先
　
▽
新
入
園
＝
第
１
希

望
園
　
▽
在
園
児
＝
通
園
中
の
園

□
受
付
日
時
　
園
の
指
定
す
る
受

付
日
（
表
２
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※
新
し
く
入
園
を
希
望
す
る
方
は

お
子
さ
ん
の
様
子
も
見
ま
す
の
で

一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
転
園

を
希
望
す
る
方
も
同
様
で
す
）

□
持
ち
物
　
入
園
申
込
書
（
支
給

認
定
申
請
書
）、
申
込
補
助
票
、

印
鑑
、
世
帯
全
員
分
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
保
護
者
の
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

□
そ
の
他　

申
し
込
み
内
容
を
確

認
後
、
支
給
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
調
整

し
ま
す
。
結
果
は
施
設
利
用
内
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳

細
は
、
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
す

る
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
教
育
推
進
課
（
西
庁
舎
４
階
、

内
線
４
８
４
）

私
立
幼
稚
園

　
私
立
す
ず
め
っ
こ
杉
の
子
幼
稚

園
の
入
園
手
続
き
は
、
直
接
園
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
す
ず
め
っ
こ
杉
の
子
幼

稚
園
志
２
５
︱
４
５
２
８

認定区分 年齢 保育時間（就労などの時間による）

  幼児コース（１号認定） 満３歳以上 午前８時半～午後２時

  幼保コース（２号認定） 満３歳以上 保育短時間（８時間）／保育標準時間（１１時間）

  保育コース（３号認定） 満３歳未満 保育短時間（８時間）／保育標準時間（１１時間）
※幼保コース・保育コースでは、保護者の就労などの時間によって「保育短時間（８時間）」と「保育標準時間（１１
時間）」　いずれかの利用ができます

問申
・
問

※定員は目安です　※対象年齢区分は平成２９年４月１日現在の年齢です
※吉田こども園は平成２９年度から明智こども園と統合します

市
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広

告
主

申
・
問

消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品

問

申
・

申
・
問

申
・
問

第
９
回
朗
読
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
出
場
者

平
成
２９
年
度
の
こ
ど
も
園
・

保
育
園
の
入
園
児

募
集

水
道
検
針
員

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
の
参
加
者

申
・
問

▲広告位置のイメージ

▲昨年の受賞作品

広告
広告

広告

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
11 102016.10.1 広報えな



　
１０
月
２３
日
㈰
は
住
民
記
録
シ
ス

テ
ム
内
の
作
業
を
行
う
た
め
、
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
で
き

ま
せ
ん
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
市
民
環
境
課（
内
線
１
４
８
）

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
、
下
田
歌
子

を
顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
。
今
年

も
短
歌
の
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
推
薦
作
品
を
投
票
し
て
い
た
だ

き
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。「
家

族
」
が
テ
ー
マ
の
力
作
に
ぜ
ひ
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１４
日
㈮
～
２７
日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
市
中
央
図
書
館
、

中
山
道
広
重
美
術
館
、
中
山
道
ひ

し
屋
資
料
館
、
岩
村
歴
史
資
料
館

□
投
票
方
法
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
、
一
般
の
部
で
、
事
前

審
査
を
通
過
し
た
１０
首
の
中
か
ら

推
薦
す
る
１
首
を
投
票
用
紙
に
記

入
し
、
投
票
す
る

□
発
表
・
表
彰
　
１２
月
１７
日
㈯
岩

村
コ
ミ
セ
ン
で
、
部
門
別
に
得
票

数
の
多
い
上
位
５
首
を
発
表
し
表

彰
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
志
２
５
︱
５
７
１
１

　
間
も
な
く
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま

す
。
山
林
へ
入
る
と
き
は
、
な
る

べ
く
目
立
つ
服
装
を
す
る
な
ど
し

て
、
獣
に
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
狩
猟
期
間
　
１１
月
１５
日
～
平
成

２９
年
２
月
１５
日

□
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩

猟
期
間
（
条
件
付
き
）　
１１
月
１

日
～
平
成
２９
年
３
月
１５
日

※
狩
猟
免
許
の
な
い
人
が
狩
猟
を

す
る
事
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
狩
猟

免
許
を
取
得
し
た
だ
け
で
は
狩
猟

は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
県

に
申
請
を
し
て
狩
猟
者
と
し
て
登

録
さ
れ
る
と
狩
猟
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

　
　
農
林
課
（
内
線
３
６
８
）　

　
宅
地
建
物
取
引
士
や
建
築
士
、

空
き
家
相
談
士
が
、
空
き
家
の
利

活
用
や
除
却
、
解
体
、
適
正
管
理

な
ど
空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
乗
り
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１６
日
㈬
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
１１
月
１１
日
㈮

　
　
　
　
県
住
宅
供
給
公
社
志
０

５
８
４
︱
８
１
︱
８
５
１
１
、
思

０
５
８
４
︱
８
１
︱
８
５
０
６
、

糸kanri-2@
juko.gifu-djr.

or.jp

　
　
移
住
・
定
住
チ
ー
ム
（
内
線

５
２
５
）

　
野
生
鳥
獣
個
体
数
調
整
の
担
い

手
で
あ
る
狩
猟
者
と
な
る
た
め
の

狩
猟
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈯
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
種
類
　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
、
第
二
種

銃
猟
免
許

□
内
容
　
知
識
試
験
、筆
記
試
験
、

技
能
試
験

□
料
金
　
▽
新
規
＝
５
２
０
０
円

▽
一
部
免
除
者
＝
３
９
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法
　
農
林
課
や
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
試
験

案
内
を
入
手
し
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
１０
月
２１
日
㈮
～
１１

月
４
日
㈮

　
　
　
　
〒
５
０
９
︱
７
２
０
３

長
島
町
正
家
後
田
１
０
６
７
︱
７

１
恵
那
県
事
務
所
環
境
課
志
２
６

︱
１
１
１
１

　
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
交
通
事
故
や
詐

欺
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
て
も
裁
判

に
か
け
ら
れ
な
い
事
件
も
あ
り
ま

す
。
検
察
審
査
員
は
、
検
察
審
査

会
で
、
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
審

査
は
、
１１
人
の
審
査
員
で
行
い

ま
す
。
検
察
審
査
会
は
全
国
に

１
６
５
カ
所
あ
り
、
検
察
審
査
員

は
、
選
挙
権
を
有
す
る
方
の
中
か

ら
く
じ
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

　
　
多
治
見
検
察
審
査
会
事
務
局

（
岐
阜
地
方
裁
判
所
多
治
見
支
部

内
）
志
０
５
７
２
―
２
２
―
０
８

４
２

□
と
き
　
１１
月
１
日
㈫
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
対
象
　
不
妊
や
不
育
に
悩
む
夫

婦
な
ど

□
定
員
　
６
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
不

妊
専
門
相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談

会
（
１
人
に
つ
き
４５
分
程
度
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷
電

話
番
号
❸
希
望
時
間
︱
を
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡

□
締
め
切
り
　
１０
月
２８
日
㈮
午
後

４
時

　
　
　
　
県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

志
思
０
５
８
︱
３
８
９
︱
８
２
５

８
、
糸c11223a@

pref.gifu.
lg.jp

（
受
け
付
け
は
月
・
金
曜
日

の
午
前
１０
時
～
午
後
４
時
）

　
歌
手
の
原
田
真
二
さ
ん
、
山
下

久
美
子
さ
ん
、
平
松
愛
理
さ
ん
３

人
に
よ
る
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ
を
開

催
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
好
評
発
売
中
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
６
日
㈰
午
後
５
時

半
（
開
場
は
午
後
５
時
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
全
席
指
定
６
０
０
０
円

（
当
日
券
同
額
）

※
未
就
学
児
入
場
不
可

　
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
︱
３

５
２
４

　
木
工
体
験
や
染
め
物
体
験
、
町

家
巡
り
な
ど
、
岩
村
町
を
舞
台
に

し
た
１７
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集

め
た
イ
ベ
ン
ト
「
い
わ
む
ら
五ご

っ

こ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
の

新
し
い
楽
し
み
方
を
提
案
し
、
文

化
伝
承
と
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
平
成
２９
年
３

月
３１
日
ま
で
に
、
延
べ
１
４
８
回

（
毎
日
開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除

く
）
開
催
し
ま
す
。

□
期
間
　
１０
月
１
日
㈯
～
平
成
２９

年
３
月
３１
日
㈮

□
そ
の
他
　
詳
し
い
内
容
や
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、「
い
わ
む
ら

五
っ
こ
」特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://iw

am
u
ra55.com

/

）

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
確
認
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
い
わ
む
ら
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
行
委
員
会
（
岩
村
振
興
事

務
所
内
）
志
４
３
︱
２
１
１
１

　
中
京
都
市
圏
（
岐
阜
県
、
愛
知

県
、
三
重
県
、
名
古
屋
市
）
で
の

物
の
動
き
や
事
業
所
の
物
流
施
設

の
立
地
意
向
の
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
化
や

物
流
施
設
の
立
地
適
正
化
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
各
市
町
が

検
討
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
事
業
所
は
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
間
　
１０
月
～
１１
月

□
対
象
　
中
京
都
市
圏
に
立
地
す

る
事
業
所
を
無
作
為
に
抽
出
し
ま

す
。

□
内
容
　
物
流
の
調
査
、
事
業
所

の
意
向
調
査

□
調
査
方
法
　
▽
配
布
＝
郵
送
や

訪
問
に
よ
り
配
布
　
▽
回
収
＝
郵

送
で
返
送
、調
査
員
が
回
収
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
回
答

　
　
県
都
市
政
策
課
志
０
５
８
︱

２
７
２
︱
８
６
４
９

　
県
立
多
治
見
病
院
で
は
、
緩
和

ケ
ア
市
民
公
開
講
座
「
こ
こ
ま
で

で
き
る
！
在
宅
医
療
」
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時
（
開
場
は
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー
ル

（
多
治
見
市
）

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く

だ
さ
い

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
市
橋
亮
一
先
生
（
総
合

在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
住
所
❷
氏

名
❸
電
話
番
号
❹
参
加
人
数
︱
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈪

　
　
　
　
県
立
多
治
見
病
院
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
志
０
５
７
２
︱
２

２
︱
５
３
１
１
、
思
０
５
７
２
︱

２
５
︱
１
２
４
６

　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
は
、

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
秋
は
バ
ラ
が
一
年
で
最
も
美

し
い
季
節
。
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公

園
で
、
バ
ラ
の
鮮
や
か
な
色
と
豊

か
な
香
り
を
楽
し
め
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
８
日
㈯
～
１１
月
１３

日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
１０

月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
は
午
後
８
時

半
ま
で
開
園
）

□
と
こ
ろ
　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公

園
（
可
児
市
）

□
料
金
　
▽
大
人
＝
１
０
０
０
円

（
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
）

▽
高
校
生
以
下
＝
無
料

□
期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
　
▽

日
本
・
モ
ロ
ッ
コ
王
国
外
交
関
係

樹
立
６０
周
年
記
念
行
事
「
モ
ロ
ッ

コ
ウ
イ
ー
ク
」
＝
１０
月
８
日
㈯
～

１２
日
㈬
　
▽
花
火
コ
ン
サ
ー
ト
＝

１１
月
３
日
㈭

　
　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
志
０

５
７
４
︱
６
３
︱
７
３
７
３

　
中
部
地
方
整
備
局
管
内
で
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
市
町
の
首
長
が
一
堂
に
会

し
、
市
町
間
の
連
携
や
協
力
に
よ

る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

の
推
進
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
る
「
中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り

サ
ミ
ッ
ト
」
を
、
今
年
は
恵
那
市

で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
１８
日
㈫
午
後
１
時

半
～
５
時
１０
分

□
と
こ
ろ
　
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
❷
所
属
（
個
人
の
方
は

記
入
不
要
）
❸
電
話
番
号
（
携
帯

電
話
可
）
❹
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
送
迎
バ

ス
に
乗
車
す
る
場
合
は
「
バ
ス
乗

車
希
望
」と
明
記
し
希
望
時
間（
午

後
０
時
１０
分
か
４０
分
）」
︱
を
記

入
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　
都
市
住
宅
課
（
内
線
２

３
７
）
思
２
５
︱
８
２
９
４
、
糸

tosh
ijy
u
tak
u
@
city

.en
a.

lg.jp　
　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
計
画
管
理
課
志
０
５
２
︱
９
５

３
︱
８
５
７
１

不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張

相
談
会
を
開
催

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
協
力
を

物
資
流
動
調
査
を
実
施

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座

を
開
催

下
田
歌
子
賞
「
短
歌
の
部
」

一
般
受
け
付
け
を
開
始

案
内

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
を
開
催

平
成
２８
年
度
狩
猟
免
許
試

験
を
開
催

空
き
家
・
す
ま
い
出
前
相

談
会
を
開
催

１０
月
２３
日
は
住
民
票
な
ど

が
交
付
で
き
ま
せ
ん

狩
猟
期
間
の
入
山
に
は
注

意

原
田
真
二
・
山
下
久
美
子
・

平
松
愛
理
の
コ
ラ
ボ
公
演

中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催

問

問

問問

問問

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
い
わ

む
ら
五
っ
こ
」
を
開
催

問

▲迷彩柄など目立た
ない服装は危険▲着物で城下町を巡る催しも
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は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
１１
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２２
日
（
毎
回
火
曜
日
）

午
前
９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４

回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
１
０
８
０
円

か
ら
１
４
０
４
円
程
度
必
要
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
申
し
込
み
期
間
　
１０
月
１５
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
の
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
１０

月
２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ

れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

い
方
や
、
も
う
少
し
研
究
し
て

み
た
い
と
い
う
方
に
お
薦
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
初
心
者

に
は
個
別
指
導
も
行
い
ま
す
。

見
学
も
可
能
で
す
。
受
講
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
、
１２
月
１０

日
（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時

半
～
正
午
（
全
２
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の

方
や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け

の
各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ

ソ
コ
ン
を
学
習
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

□
そ
の
他
　
２
日
間
と
も
正
午

か
ら
午
後
２
時
に
交
流
会
が
あ

り
ま
す
。
出
前
ラ
ン
チ（
実
費
）

を
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
始
め
た
方

か
ら
基
本
操
作
を
理
解
し
て
活

用
し
て
い
る
方
ま
で
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
い
て
困
っ
た
問

題
な
ど
を
解
決
で
き
る
ま
で
学

ぶ
会
で
す
。
楽
し
く
み
ん
な
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
毎
週
土
曜
日
午
後
７

時
～
９
時
（
１２
月
１７
日
～
平
成

２９
年
１
月
１４
日
は
休
み
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
料
金
　
年
会
費
１
万
４
０
０

０
円
（
講
師
料
、施
設
利
用
料
、

教
材
費
を
含
む
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
は
相
談

く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

１
・
２
・
３
（
中
村
）
志
０
９
０

―
３
２
５
６
―
６
６
１
５

　 

恵
那
観
光
大
使
の
加
藤
拓

三
さ
ん
が
、
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈯
午
後
２

時
（
開
場
は
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
常
盤
座
（
中
津
川

市
）

□
料
金
　
▽
前
売
り
＝
３
０
０

０
円
　
▽
当
日
＝
３
５
０
０
円

※
全
席
自
由

□
チ
ケ
ッ
ト
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
や
ス
タ
ジ
オ
ぬ
く
も
り
の

森
（
大
井
町
）
な
ど
で
発
売
中

□
ゲ
ス
ト
演
奏
　
藤
本
吉
利
さ

ん
と
藤
本
容
子
さ
ん
（
太
鼓
芸

能
集
団
「
鼓
童
」）

　
　
加
藤
志
０
９
０
︱
８
８
６

８
︱
７
３
１
２

　
認
知
症
の
人
や
家
族
、
障
が

い
を
抱
え
る
人
を
応
援
す
る
た

め
、
毎
月
第
二
木
曜
日
に
「
く

わ
の
み
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
（
開
催
日
は
変
更
の
場

合
あ
り
）。
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

集
ま
り
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
す
る
場
所
で
す
。
同
じ
よ

う
な
困
り
事
を
抱
え
た
仲
間
が

見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

困
り
事
を
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
１３
日
㈭
午
後
２

時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
く
わ
の
み
ハ
ウ
ス

内
地
域
交
流
室
（
岩
村
町
）

□
料
金
　
３
０
０
円

※
８
人
以
上
で
参
加
の
場
合
は

事
前
連
絡
が
必
要
で
す

□
内
容
　
バ
イ
オ
リ
ン
と
オ
カ

リ
ナ
の
演
奏

　
　
耕
グ
ル
ー
プ
総
務
課
（
秋

田
）
志
４
３
―
５
１
５
０

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里
自
然

倶
楽
部
で
は
、
自
然
体
験
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
珍
し
い
共
生
木
や
根
上
が
り

木
を
巡
る
原
生
林
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
で
、
樹
齢
２
千
年
の

弁
慶
杉
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
で

す
。
そ
こ
に
居
る
だ
け
で
心
と

体
が
癒
や
さ
れ
る
神
秘
的
な
自

然
と
森
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
１０
月
１６
日
㈰
、
１１
月

３
日
㈭

※
希
望
日
を
選
ん
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

□
定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
５
０
０
円
（
入
山

料
、
保
険
料
、
ガ
イ
ド
料
を
含

む
）

※
弁
当
を
持
参
く
だ
さ
い

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷

住
所
❸
連
絡
先
❹
参
加
希
望
日

︱
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
申
し
込
む

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
４
７
―
３
１

５
１
、
思
４
７
︱
２
０
０
２
、

糸kinom
i@

nposizen.e
nat.jp

　
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
と

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
語
学
や

外
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
興

味
が
あ
る
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
に
触
れ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
２９
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
５
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷

連
絡
先
―
を
電
話
か
電
子
メ
ー

ル
で
伝
え
る
（
留
守
番
電
話
も

可
）

□
締
め
切
り
　
１０
月
２０
日
㈭

　
　
　
　
市
国
際
交
流
協
会
志

２
６
―
１
８
６
８
、
死info@

eiea.org

　
今
年
で
２０
回
目
と
な
る
言
志

祭
。
市
の
生
涯
学
習
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
「
三
学
」
の

基
本
を
説
い
た
郷
土
の
先
人
、

佐
藤
一
斎
の
顕
彰
と
遺
訓
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

【
顕
彰
祭
】

□
と
き
　
１０
月
２９
日
㈯
午
前
１０

時
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
佐
藤
一
斎
銅
像
前

（
岩
村
町
）

※
雨
天
の
場
合
は
岩
村
振
興
事

務
所

【
記
念
講
演
】

□
と
き
　
１０
月
２９
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
振
興
事
務
所

□
料
金
　
無
料

□
演
題
　
立
志
と
佐
藤
一
斎
と

言
志
四
録

□
講
師
　
神
渡
良
平
氏（
作
家
）

□
そ
の
他
　
１０
月
４
日
㈫
か
ら

１１
月
２７
日
㈰
ま
で
岩
村
歴
史
資

料
館
（
入
館
料
３
０
０
円
・
月

曜
日
休
館
）
で
佐
藤
一
斎
特
別

展
示
を
開
催

　
　
佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
鈴

木
）
志
０
９
０
―
８
１
３
５
―

２
４
２
１

　
在
宅
医
療
と
介
護
を
考
え
る

を
主
題
に
「
安
心
し
て
自
宅
で

暮
ら
す
た
め
に
」
と
い
う
課
題

を
医
療
、
福
祉
関
係
者
の
み
な

ら
ず
、
広
く
在
宅
医
療
や
介
護

な
ど
に
関
心
の
あ
る
方
と
共
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
生
死
（
い
き
た
ひ
）
～
家
族

で
看
取
る
～
』
上
映
後
、
同
映

画
の
監
督
で
あ
る
長
谷
川
ひ
ろ

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語

り
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
休
憩
を

は
さ
ん
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
１６
日
㈰
午
後
１

時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
文
化
会
館

　
　
中
津
川
・
恵
那
広
域
行
政

推
進
協
議
会
志
２
６
―
１
１
１

１
（
内
線
４
２
１
）

　
歌
う
こ
と
、
演
じ
る
こ
と
、

そ
し
て
生
き
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２５
日
㈮
午
後
６

時
（
開
場
は
午
後
５
時
）

□
と
こ
ろ
　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
中
津
川
市
）

□
料
金
　
無
料
（
入
場
券
が
必

要
）

□
入
場
券
配
布
開
始
　
１０
月
２５

日
㈫
午
前
１０
時

□
入
場
券
配
布
場
所
　
中
津
川

法
人
会
、
恵
那
商
工
会
議
所
、

恵
那
市
恵
南
商
工
会
本
所
、
中

津
川
北
商
工
会
本
所
、
中
津
川

文
化
会
館
、
東
美
濃
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

※
入
場
券
は
１
人
３
枚
ま
で
。

配
布
枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す　
　
中
津
川
法
人
会
志
０
５
７

３
―
６
５
―
６
５
９
３

問

申
・

問

申
・

問

申
・

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２３）

パ
ソ
コ
ン
１１
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

秋
の
原
生
林
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集

恵
那
観
光
大
使
が
和
太

鼓
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

言
志
祭
～
佐
藤
一
斎
ま

つ
り
～

問

申
・ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ
２
０

１
６
の
開
催

問問
２
０
１
６
在
宅
医
療
・

介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問

▲巨木を間近に体験する

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

１ワ
ン

・
２ツ

ー

・
３

ス
リ
ー

の
会
員
募
集

問

申
・

問

く
わ
の
み
カ
フ
ェ
の
開

催
問

倍
賞
千
恵
子
講
演
会
の

開
催

▲倍賞千恵子さん

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
15 142016.10.1 広報えな
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

情

NE

TO

と
ま
ち

と
まま
ち

那
の
今
を

那
の
今
をを

募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
市長公室広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２３）

　１１月に１歳の誕生日を
迎えるお子さんの写真を募
集します。写真（なるべく
１人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
１０月１４日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

顔全体を
写してね！

竹下さんの朗読にうっとり

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

９月12日

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　第３２回いわむら城址薪能が岩邑小学校体育館で開か
れました。地元住民らでつくる実行委員会が主催し、約
３５０人が伝統芸能を楽しみました。重要無形文化財総
合指定保持者の能楽師、玉井博祜さんによる『花月』（写
真）などが披露されました。

　
長
島
町
正
家
の
斎
田
で
「
恵
奈
の
里
次
米
抜
き
穂
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
飛
鳥
時
代
に
朝
廷
へ
こ
の
地
の
米
が
献
上
さ
れ
て
い

た
史
実
に
ち
な
む
も
の
で
今
年
で
５
回
目
。
稲
の
刈
り
手
と
踊
り

手
に
は
、
恵
那
農
業
高
校
園
芸
科
学
科
の
２
年
生
と
長
島
小
女
子

児
童
も
加
わ
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
恒
例
の
餅
投
げ
が
行
わ
れ
、

４
５
０
人
の
来
場
者
は
、
約
４
７
０
０
個
の
餅
を
拾
い
ま
し
た
。

歌って踊って豊作を祝う

大島 芹
せ

渚
な

ちゃん

城下町で伝統芸能を堪能 ８月27日

　市全域で総合防災訓練が行われ、全市民の4割に当
たる２１,５９４人が参加しました。大井町では、大井第二
小学校に約６０人が集合し、避難所開設訓練を行いまし
た。住民らは協力しながら、段ボール製の簡易ベッドの
組み立て（写真）などを行いました。

災害時の自助共助目指し訓練 ９月４日

発明知事賞に岩邑小の宮地君 ９月２日

　５、６年生２５人で「みどりの少年団」を結成した中野
方小学校へ県緑化推進委員会が団旗を贈りました。授与
式で黒﨑隆司専務理事から団長の鷲見啓太君（５年）へ
手渡されました。主に５年生が、棚田での米作りや間伐
などの森林体験を通した環境学習を行っていきます。

間伐作業など森林体験を推進 ９月７日

　共同福祉会館で「２０１６恵那発明くふう展」が開かれ
ました。会場には１０７点の力作がずらり。最高賞の県知
事賞は岩邑小5年宮地一瑳君の『オレのクレーン』が
選ばれました。同会場では「えなの木、もりの木、きに
なる木コンテスト」も開かれ、２２９点が展示されました。

一輝さん 友里さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
か
わ
い
い
美
妃

は
み
ん
な
の
ア
イ

ド
ル
だ
よ
♡

堀江 美
み さ き

妃ちゃん

正彦さん 美香さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
い
つ
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
あ
り
が

と
う
♪

明智町

小栗 羽
は な

菜ちゃん

大井町

元
気
に
育
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

♡
羽
菜
ス
マ
イ
ル

が
大
好
き
♡

南雲 穂
ほ の か

香ちゃん

大井町

勝仁さん 留美子さん

祝
１
歳
♡
た
く
さ

ん
笑
っ
て
、
食
べ

て
大
き
く
な
っ
て

ね
！！

伊佐地 叶
か な め

芽くん
大井町

父 母守さん 代志子さん

祝
１
歳
♡
こ
れ
か

ら
の
成
長
が
楽
し

み
だ
ヨ
。
い
っ
ぱ

い
遊
ぼ
う
ネ
！

北野 愛
め い

依ちゃん

大井町

裕恭さん 小百合さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
か
わ
い
い
笑
顔

で
癒
や
し
て
ね
！

大
好
き
♡

安江 奏
か な と

人くん

東野

通記さん 千晶さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に

大
き
く
な
ー
れ
！

父 母
可知 由

ゆ い か

衣華ちゃん
武並町

幸生さん 美佳さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
て
ん
ば
全
開

な
あ
な
た
に
笑
顔

に
な
り
ま
す
♡

１０月生まれ

９月１７日

東野

父 母祐介さん 麻友さん

　日本大正村村長の竹下景子さんが明智小学校を訪れ、
朗読会を行いました。この日の題材は、新美南吉の童話
『ごんぎつね』。竹下さんが、さまざまな声と表情を使い
分けながら朗読を披露すると、全校児童２５２人と保護
者らは、真剣なまなざしで聴き入っていました。

父 母
大島 傳

てんせい

正くん

山岡町

康郎さん 彩さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
、
元
気

に
育
っ
て
ね
！！

2016.10.117 広報えな 16



　
串
原
で
は
、
布
ぞ
う
り
を
地
域
の
活
性

化
材
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
よ
う
と

「
さ
さ
ゆ
り
の
里
布
ぞ
う
り
研
究
会
」
を

１０
年
前
に
設
立
。
設
立
当
初
か
ら
研
究
会

の
会
長
を
務
め
て
い
る
の
が
三
宅
弥
生
さ

ん
で
あ
る
。
三
宅
さ
ん
は
「
布
ぞ
う
り
を

１０
年
作
り
続
け
て
い
る
が
、
全
く
飽
き
る

こ
と
無
く
制
作
し
て
い
る
」
と
楽
し
そ
う

に
話
す
。「
毎
年
開
催
す
る
全
国
布
ぞ
う

り
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
多
く
の
作
品
が
出
展

さ
れ
、
制
作
体
験
に
串
原
へ
訪
れ
て
く
れ

る
人
も
増
え
て
い
る
。
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
や
り
が
い
も
出
る
」
と
楽
し

さ
と
と
も
に
、活
動
へ
の
熱
意
を
語
っ
た
。

「
研
究
会
で
は
串
原
こ
ど
も
園
の
園
児
へ

布
ぞ
う
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
毎
年
行
っ
て

い
る
。
園
児
も
喜
ん
で
履
い
て
く
れ
る
」

と
地
域
内
で
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
し
た
。

　
布
ぞ
う
り
を
通
し
て
串
原
を
知
っ
て
も

ら
う
活
動
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
一
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見

て
、布
ぞ
う
り
の
作
り
方
を
学
び
た
い
と
、

福
島
県
の
二
つ
の
町
か
ら
原
発
被
災
者
２０

人
が
串
原
を
訪
れ
た
。「
急
な
遠
方
か
ら

の
訪
問
で
驚
い
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

「
震
災
後
の
避
難
生
活
が
大
変
な
時
に
、

布
ぞ
う
り
の
作
り
方
を
習
い
に
何
度
も
串

原
ま
で
来
て
も
ら
う
の
は
心
苦
し
く
思

い
、
こ
ち
ら
か
ら
作
り
方
を
教
え
に
行
っ

た
り
、
一
緒
に
福
島
県
で
布
ぞ
う
り
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
し
た
」
と

話
す
。
布
ぞ
う
り
が
縁
で
お
互
い
に
行
き

来
を
し
て
交
流
が
生
ま
れ
た
。
今
で
は
全

国
布
ぞ
う
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展
さ
れ
た

作
品
は
、
入
賞
し
た
作
品
を
除
き
被
災
者

支
援
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　「
布
ぞ
う
り
を
制
作
し
て
１０
年
に
な
る

が
、
大
変
な
時
も
心
強
い
研
究
会
の
仲
間

が
い
た
か
ら
続
け
ら
れ
た
と
思
う
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
大
正
村
浪
漫

亭
で
布
ぞ
う
り
が
販
売
さ
れ
る
の
を
き
っ

か
け
に
、
明
智
で
も
布
ぞ
う
り
を
制
作
す

る
輪
を
広
げ
た
い
。
将
来
は
恵
那
市
の
特

産
と
な
れ
ば
と
思
う
。
思
い
立
っ
た
ら
吉

日
が
私
流
。
幾
つ
に
な
っ
て
も
勉
強
す
る

気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
」
と
夢
へ
の
挑

戦
を
語
っ
た
。

▲専用の道具を使用して、あっという

布ぞうりで地域おこし
全国へと広がる布ぞうりの輪

三
み や け

宅 弥
や よ い

生 さん　７２歳

串原木根

恵那で輝いている旬な人を紹介します

　間に 1足制作する三宅会長

□プロフィル

ささゆりの里布ぞうり研究会会長。仕事や家
事をこなしながら、少しの時間でも布ぞうり

を制作するほど布ぞうり好き。６６歳からピ

アノの演奏を習い始めた。
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９月１２日たわわに実った稲を刈り取る

　東野小学校の４、５年生１６人が総合学習の一環で、５
月に田植えをした稲の刈り取りを体験しました。この日
収穫した米は、１１月に予定している感謝の会で、田植
えや稲刈りなどを手伝ってくれた方を招待して振る舞わ
れる予定です。

武並小児童防災を学ぶ

　武並小学校で防災スクールが開催されました。低学年
は、避難時に取る姿勢を紙芝居で学び、起震車で震度７
の揺れを体験しました。中学年は、クイズで防災を学ん
だ後、毛布で即席の担架を作りました。高学年は、三角
巾での応急手当や非常食の炊き出し訓練を行いました。

笠置山でクリの収穫を祝う

　中野方町にある「えな笠置山栗園」で収穫祭が開かれ、
市内外から約２５０人が来園し、クリ拾いなどを体験して
実りの秋を楽しみました。イベント会場では木の名前当
てクイズ（写真）やクリのつかみ取り、バザー、ジャグ
リングパフォーマンスなども行われました。

長寿を祝い市長が訪問

　市長が１０１歳以上の在宅高齢者４人と９月に１００歳
を迎えた１人を訪問し、長寿を祝いました。９月１日現
在、市内で１０１歳以上の方は３７人。最高齢は明智町の
伊藤　づ子さんの１０５歳。男性の最高齢は上矢作町の佐
藤傳さん（写真）で同じく１０５歳です。

９月１３日

地域のブランド化が大切

　リニア中央新幹線の建設を契機に、リニアを生かした
まちづくりを進めようと恵那文化センターで講演会が開
催されました。講師は市観光協会顧問で学習院大学経
済学部経営学科教授の上田隆穂さん。「リニアが来る町、
恵那の地域活性化」をテーマに講演しました。

秋雨の農村景観を散策

　岩村町富田地区で「秋のふれあいウオーキング」が開
催されました。ふるさと富田会館を発着点に、市内外か
ら集まった約２５０人が、秋雨前線が停滞するあいにくの
天候の中、傘やかっぱで雨をしのぎながら、収穫期を迎
えた農村景観の中でウオーキングを楽しみました。

９月１３日９月１５日

９月1７日９月２２日
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【File No.　　 加納包房と火縄銃 かのうかねふさとひなわじゅう 　岩村町】

　初代加納包
かね

房
ふさ

は、土岐郡萩原村（現瑞浪市）の出身であ
る。２度改名しており、加納平七包房から茂七に、最後に加
納伝左衛門となった。文化１１（１８１４）年に岩村藩主松平乗
保に御旗長柄之者に三石弐人扶持で召し抱えられ、天保２

（１８３１）年１２月６日鉄砲製造を命じられたが、長屋が手狭
のため返し、鉄砲製造ができる借宅を頂きたく願い出たとこ

銃身には龍の彫刻が施されている逸品

ろ了承された。天保１０（１８３９）年５月２７日鉄砲製造を仰
せつかり、よく精を出し百匁筒の鉄砲を製造し直ちに届けた
ところ、下目付に取り立ててもらい、御加米三斗都合三石六
斗となった。天保１２（１８４１）年１２月２８日、２８年間勤め
た職務を解任され、弘化２（１８４５）年３月２７日病死した。

包房の銃は、現在「岩村藩鉄砲鍛冶加納家」内に収蔵、展示されている。

次号は
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発行日は
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広報えな No.２７５
２０１６年（平成２８年）

１０月１日発行

『広報えな』１０月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１２．１円（税込み）です。

伝えたい、守りたい、まちの宝物

41




